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園児を抱える・おぶう・肩車をする、園児
に突然追突される・ぶら下がられるなどにより、
腰背部に急に、あるいは慢性的に負担がかか
ります。

対策のポイント例

8 散歩・外遊び

・上記のような行為を避けるよう園児を注意
したり、保育士自らが注意する必要があり
ます。

書類作成や会議などといった事務作業を園児室で行うことがあります。
このとき、床に座ったり、園児用の小さな机・椅子を使ってこれらの作業を行うと、前
かがみや深すぎるしゃがみ姿勢といった不自然な姿勢を取りがちになり、腰背部への負担を
引き起こします。

対策のポイント例

9 事務作業

・床に座ったり、園児用の小さな机・椅子を使ったりせず、成人用の机・椅子に座って作業
を行います。
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知的・身体・精神障害者施設における腰痛予防のポイント

基本的には老人介護施設における腰痛予防のポイント（18頁）と共通していますので参照してく
ださい。以下、重症心身障害児（者）施設において特徴的な事項や実践例を示します。

ベッドから車いす、ベッドからストレッチャー、ベッドから床・畳面、車いすから便器、ストレッ
チャーから浴槽･･･など、移動や移乗に伴う身体負担は腰痛に結びつきます。いわゆる「力
任せ」の介助を行っていれば危険です。低緊張の障害児者の移動・移乗は体幹が変形してい
たり、不随意運動（本人の意思とは無関係に、あるいは逆らって出現する運動の総称）が強かっ
たりするので、腰背部により強い負担がかかります。

対策のポイント例

１ 移動・移乗

・リフトの使用

・持ち手付シートの利用

・床面を上げるなどして段差をなくす

リフトを利用

膝をついて、
前かがみを減らす

床から約20cmの高さに、
板と硬いマットを置いて床上げ

ベッドの高さを
上げる
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抱きかかえて便座上へ移動させたり、便座上で
身体を保持したり、排泄後の処置をしたり、衣服
を着脱させることは大きな身体負担となります。
特に、トイレ空間が狭かったり、便座の周囲に介
護者が入れる十分な空間がなかったり、便座が低
すぎたり、衣服の着脱場所と便座までの距離が離
れすぎていると負担が大きくなります。

対策のポイント例

2 トイレ介助

・トイレ室内にリフトやストレッチャーを設置、脱
衣台から座面への「渡し台」を設置、便座背部に
介護者の椅子を設置、便座上の入所者を保持す
る場面で介護者が利用できる椅子を導入、バス
チェアーを利用して便座上に入所者を移動させる、
などがあげられます。

子ども用の補助
便座を使用、
子ども用の足台
を設置

介護者用の椅子

トイレ内に
ストレッチャー
を設置

介護者が腰をひねって食事介助をしたり、介護者が
ベッド上などに上体を乗り出して介助する場合は、大
きな負担となります．こうした食事介助では、腰背部
の負担に加え、頸肩腕部の負担も大きくなります。

対策のポイント例

3 食事介助

・座面が回転し、座高が調整でき、足置きが付いた椅
子を利用して食事介助すると、体のひねりや前かが
みが減り、介助姿勢が安定して、負担を減らすこと
ができます。

移動しやすく、座面が回転し、
座高が調整でき、背もたれ・
足置き付きの椅子を利用
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入浴に伴う移乗や移動、更衣、そして風呂場での介助は腰部に強い負担が生じます。特に、
高温で多湿な風呂場で、滑りやすい裸の入所者を支えたり抱えたりする作業は、身体的に
も精神的にも大きな負担となります。

対策のポイント例

4 入浴介助

・リフトやストレッチャーの利用、介護者用膝あてズボンの着用、特殊浴槽の導入
などがあげられます。

ベッド上でも、床の上でも更衣を行うときは、介護者は前かがみや腰をひねった状態で
作業することになり、腰部の負担となります。入所者に四肢や体幹の変形や拘縮があると、
更衣のための時間が長くかかるため、介護者の不自然な姿勢の持続時間が延び、腰痛の危
険性を高めます。おむつ交換でも同様のことが言えます。

対策のポイント例

5 更衣介助

・介護者の身長によって、ベッド上が楽な場合と床上が楽な場合があるので、介護
者にとって楽な場所での更衣介助をします。更衣作業を連続して行わないように
作業の流れを改善することや、更衣が楽で、入所者にとっても安全で快適な衣服
の改良（四肢の変形などに合わせてスリットを入れたりファスナーを付けたりする、
デザインや素材からの検討）も、介護者の負担軽減に役立ちます。
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第 8　腰痛の予防対策取組事例

事例1　介護施設における腰痛予防対策の取り組み

取り組み内容
法人内において「安全衛生委員会」「リスクマネジメント委員会」の設置

取り組みの具体例

（１）安全衛生委員会

■ 構成メンバー
介護保険事業の各担当より1名選出　産業医　園長　事務部長

■ 主な役割
月1回の事業所内点検
点検の視点として、環境整備を重点とし、「利用者」「職員」にとって「安全な環境」であるかを確
認し委員会で報告します。
たとえば、
①　介護を行うに際して「床など滑りやすくなっていないか」
②　建物内の床や建物周辺は「つまずきやすくなっていないか」
③　使用している機器は「老朽化していないか」
④　夜間勤務する職員の環境は快適であるか
⑤　現時点での職員の健康状況の確認（委員に一般職員も含まれるので個人情報保護に関する意

識を持つことの徹底を行う）　　　　　　　　　ほか
点検結果を受け、法人として「修理」「改修」「修繕」「購入」等を検討し改善を図ります。

■ 効　果
①　各安全衛生委員は、他部署の委員の異なった視点からの意見を聞くことができ、事業主とと

もに「改善」「改修」計画に共通した認識が持てます。
②　小さな「改修」「修繕」を早めに行うことで、職員の身体的負担の軽減や利用者の事故防止に

つながり、「とっさの行動」が減少し腰部の「ひねり」「負荷」が少なくなりました。
③　腰痛症状の早期発見・早期対応（腰痛保護ベルトの支給・受診）

（2）リスクマネジメント委員会

■ 構成メンバー
介護保険事業の各事業より1名選出　施設課長

■ 主な役割
月1回の事業所内の介護現場の巡視

①　各部署が実際に介護業務を行っている場面を巡視し、「介護方法」についてチェック・アドバ
イスします。

②　介護機器を適切に活用しているかの確認
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③　定期的に介護技術講習会の開催
④　職員の介護技術能力の確認

■ 効　果
①　介護現場で直接「指導」「アドバイス」があるので安心して業務に就くことができます。
②　介護職員が各自工夫を行って実施している介護内容の確認が行えます。
③　腰痛予防対策に基づいた業務が徹底できます。

事例2　腰痛が多発した老人保健施設での安全衛生活動の取り組み例

取り組み内容

（1）月1回安全衛生委員会を開催
①　職場の安全衛生の状況把握
②　休業者・要業務軽減者の現状把握および復帰支援の検討
③　職場巡視結果の報告と改善事項の検討
④　時間外労働の多い労働者の把握と、軽減対策の確認

（2）月1回の職場巡視

（3）年1回腰痛・頸肩腕障害に関する特殊健診を実施（産業医が実施）

（4）その他
①　腰部保護ベルト、膝あて付きズボンを介護労働者に支給
②　腰痛予防に関する研修会を年2回実施
③　「持ち上げない介護」導入の検討（ワーキンググループで）
④　「介護労働者設備等整備モデル奨励金」を利用したリフト導入の検討

取り組みの具体例

（1）浴室での固定式リフトの使用
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（2）特殊浴槽介助における移乗介助（リフト導入）
特殊浴槽への入浴介助で、抱え上げによる移乗介助が3回発生していました（車椅子から特浴用
ストレッチャー、特浴用ストレッチャーから着衣用ベッド、ベッドから車椅子）。
⇒レール走行型リフトを導入することで、抱え上げの必要性をなくしました。

　●人力による移乗介助

　●レール走行型リフトの導入

（3）シーツ交換における負担軽減
職場巡視にて、シーツ交換に時間がかかり（１ベッドあたり約20分）、前傾姿勢やひねり姿勢が多く、
腰がつらいとの指摘がありました。
シーツ交換について、介護教育の実技では、一枚布のシーツを用い、ホテルのベッドメーキング
のように、しわができないよう、きっちりとベッドに敷き込むことが求められます。しかし、本当
にそこまでする必要があるのか、日常の家庭ではマットレスにかぶせるタイプのボックス型シーツ
も用いられており、この方が簡単に装着でき時間も短縮できるのではないかと、安全衛生委員会
で議論を重ねました。
一枚布のシーツからボックス型シーツに変更したところ、職員からは、「従来よりも時間が短縮し、
楽になった」との評価を得ました。しかし、シーツ表面が滑りやすく利用者転落の危険性が新たに
指摘されました。そこで、ラバーシーツ（水色）を上に敷くことにで、この問題を解決しました。




